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①橋梁や高架橋の固有振動数
推定による健全度評価

②列車通過時の桁たわみ量測定
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計測データ例（高架橋）4回計測 測定結果【比較】

振動数（Hz）

○バラツキが小さい
○衝撃振動試験結果と同等
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非接触型振動測定システム

UドップラーⅡ
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■使い方
三脚上にセンサーを設置し、
測定対象にレーザーを照射する

■測定原理
レーザーを対象物に照射し、
対象物が動いた際にレーザーの
入射光と反射光の振動数に
変化が生じることを利用する
この変化をとらえることで、変化から
対象物の振動の速度を計測する

適用事例
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